
曄て
る

道み
ち 

佳よ
し

明あ
き

上
智
大
学
学
長

　

早
下
隆
士
前
学
長
の
後
任
と
し
て
、
４

月
１
日
付
で
上
智
大
学
第
16
代
学
長
に
就

任
し
た
。
任
期
は
４
年
。

　

曄
道
新
学
長
は
１
９
６
２
年
広
島
県
生

ま
れ
。
１
９
８
５
年
慶
應
義
塾
大
学
理
工

学
部
機
械
工
学
科
卒
業
、
１
９
９
４
年
同

大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
博
士
後
期
課

程
単
位
取
得
満
期
退
学
。
１
９
９
４
年 

、

博
士
（
工
学
）。
専
門
領
域
は
機
械
力
学・

制
御
、
知
能
機
械
学・

機
械
シ
ス
テ
ム
。

　

上
智
大
学
で
は
、
１
９
９
８
年
理
工
学

部
助
教
授
、
２
０
０
４
年
教
授
、
２
０
０

８
年
理
工
学
部
機
能
創
造
理
工
学
科
長
を

経
て
、
２
０
１
１
年
学
務
担
当
副
学
長
。

学
生
局
学
生
セ
ン
タ
ー
長
、
学
事
局
入
学

セ
ン
タ
ー
長
、
国
際
協
力
人
材
育
成
セ
ン

タ
ー
長
、
学
校
法
人
上
智
学
院
グ
ロ
ー
バ

ル
化
推
進
担
当
理
事
補
佐
な
ど
を
歴
任
。

　

こ
の
ほ
か
、
日
本
私
立
大
学
連
盟
学
生

委
員
会
委
員
長
、
日
本
機
械
学
会
機
械
力

学・

計
測
制
御
部
門
長
、国
際
委
員
会A

sian 
Society of M

ultibody D
ynam

ics 

会
長
な
ど
の
要
職
を
務
め
た
。
鉄
道
力
学
、

車
両
工
学
を
主
な
研
究
分
野
と
し
、
高
速

鉄
道
の
安
全
性
に
関
す
る
論
文
で
２
０
０

８
年
に
日
本
機
械
学
会
賞
を
受
賞
。

　

大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
当
た
っ
て
、

教
育
を
シ
ス
テ
ム
と
し
て
捉
え
、
教
職
協

働
の
重
要
性
を
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、

学
外
機
関
と
の
連
携
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
学
生
の
学
修
フ
ィ
ー
ル
ド
（
キ
ャ
ン

パ
ス
）
を
広
げ
る
と
同
時
に
、
人
材
育
成

の
プ
ロ
セ
ス
や
成
果
に
客
観
的
評
価
を
取

り
入
れ
る
よ
う
留
意
し
て
い
る
。

近こ
ん

藤ど
う 
研け

ん

至じ

文
教
大
学
学
長

　

野
島
正
也
前
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

４
月
１
日
付
で
近
藤
研
至
教
育
学
部
教
授

（
前
副
学
長
）
が
学
長
に
就
任
し
た
。

　

近
藤
研
至
新
学
長
は
、
１
９
６
１
年
岐

阜
県
生
ま
れ
。
文
教
大
学
教
育
学
部
卒
業

後
、
上
越
教
育
大
学
大
学
院
教
育
研
究
科

を
修
了
、
そ
の
後
、
筑
波
大
学
大
学
院
教

育
研
究
科
を
修
了
。
国
立
鶴
岡
工
業
高
等

専
門
学
校
専
任
講
師
と
し
て
勤
務
後
、
１

９
９
２
年
に
文
教
大
学
教
育
学
部
専
任
講

師
と
し
て
赴
任
。
助
教
授
、
教
授
を
経
て
、

２
０
１
３
年
に
文
教
大
学
副
学
長
に
就
任

し
た
。
専
門
は
「
日
本
語
学
」。

　

文
教
大
学
は
二
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら

成
る
。
埼
玉
県
越
谷
市
に
教
育
学
部
、
人

間
科
学
部
、
文
学
部
の
３
学
部
、
神
奈
川

県
茅
ヶ
崎
市
に
情
報
学
部
、
国
際
学
部
、

健
康
栄
養
学
部
、
経
営
学
部
の
４
学
部
が

あ
る
。
ま
た
、
２
０
２
１
年
度
に
は
東
京

都
足
立
区
に
新
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
設
を
予

定
し
て
い
る
。
設
置
母
体
で
あ
る
文
教
大

学
学
園
の
建
学
の
精
神
「
人
間
愛
」
に
基

づ
い
て
、「
て
い
ね
い
に
た
く
ま
し
く
育
て

る
教
育
」
を
実
践
中
で
あ
る
。

　

新
学
長
は
、
今
後
の
大
学
運
営
に
か
か

る
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
他
者
と
他
者
と
を

つ
な
ぐ
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
し
て

の
大
学
の
機
能
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
や
、

「
居
場
所
を
見
つ
け
る
こ
と
の
で
き
る
大

学
」
と
し
て
、「
文
教
大
学
は
ホ
ー
ム
で
あ

る
」
と
い
う
意
識
を
さ
ら
に
醸
成
す
る
こ

と
を
掲
げ
る
。
文
教
大
学
初
の
「
卒
業
生

の
学
長
」
で
あ
る
近
藤
新
学
長
は
、
母
校

愛
を
胸
に
大
学
運
営
の
先
頭
に
立
つ
。

新
会
員
代
表
者
紹
介

上
智
学
院

新
会
員
代
表
者
紹
介

文
教
大
学
学
園
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鳥と
り

巣す 
義よ

し

文ふ
み

南
山
大
学
長

　

ミ
カ
エ
ル・

カ
ル
マ
ノ
前
学
長
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
４
月
１
日
付
で
鳥
巣
義
文

人
文
学
部
教
授
が
第
７
代
学
長
に
就
任
し

た
。
任
期
は
２
０
２
０
年
３
月
31
日
ま
で

の
３
年
間
。

　

新
学
長
は
長
崎
市
出
身
、
１
９
５
４
年

生
ま
れ
の
62
歳
。
南
山
大
学
文
学
部
哲
学

科
お
よ
び
神
学
科
卒
業
後
、
南
山
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
神
学
専
攻
博
士
前
期
課

程
修
了
。
１
９
９
０
年
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

ウ
ィ
ー
ン
大
学
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
部
博
士

課
程
を
修
了
し
、
神
学
博
士
号
を
取
得
。

１
９
８
２
年
司
祭
叙
階
（
神
言
修
道
会
）。

１
９
９
２
年
南
山
大
学
文
学
部
（
現
在
の

人
文
学
部
）
助
教
授
を
経
て
、
１
９
９
８

年
同
学
部
教
授
。
１
９
９
６
年
か
ら
南
山

学
園
評
議
員
、
２
０
０
８
年
か
ら
同
学
園

理
事
を
歴
任
し
て
お
り
、
２
０
０
８
年
４

月
か
ら
２
０
１
１
年
３
月
ま
で
第
９
代
南

山
短
期
大
学
長
を
務
め
た
。

　

歴
代
学
長
の
中
で
、
45
年
ぶ
り
の
日
本

人
学
長
で
あ
り
、
学
生・

教
職
員
な
ど
す

べ
て
の
大
学
構
成
員
が
自
ら
学
び
、
成
長

し
、
人
生
の
実
り
と
な
る
こ
と
を
願
い
、

「
自
覚・

成
長・

円
熟
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
を
掲
げ
て
大
学
運
営
を
進
め
て
い
く
。

　

２
０
１
７
年
４
月
、
南
山
大
学
は
全
学

部・

全
学
科
を
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
統

合
し
た
。「
南
山
大
学
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
」
で
掲
げ
る
ビ
ジ
ョ
ン
「
個
の
力
を
、

世
界
の
力
に
。」
を
具
現
化
す
る
た
め
、
す

べ
て
の
教
育
資
源
を
１
つ
の
場
所
に
集
約

し
、
学
部
横
断
的
な
教
育
の
展
開
や
、
さ

ら
な
る
国
際
化
の
推
進
な
ど
を
目
指
す
。

入い
り

澤さ
わ 

崇た
か
し

龍
谷
大
学
長

　

赤
松
徹
眞
前
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

４
月
１
日
付
で
入
澤
崇
文
学
部
教
授
が
第

19
代
学
長
に
就
任
し
た
。

　

入
澤
新
学
長
は
１
９
５
５
年
広
島
県
生

ま
れ
。
１
９
８
６
年
龍
谷
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
博
士
課
程
仏
教
学
専
攻
単
位
取

得
満
期
退
学
。
文
学
修
士
。
１
９
９
０
年

龍
谷
大
学
文
学
部
専
任
講
師
、
同
助
教
授

を
経
て
、教
授
。２
０
１
３
年
龍
谷
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
館
長
、
２
０
１
５
年
文
学
部
長
。

　

専
門
は
仏
教
文
化
学
。
ア
ジ
ア
各
地
域

に
お
け
る
固
有
の
文
化
と
仏
教
と
の
交
渉

を
軸
に
、
信
仰・

習
俗・

儀
礼・

美
術
な

ど
に
着
目
し
て
仏
教
の
変
容
を
研
究
。
ベ

ゼ
ク
リ
ク
石
窟
壁
画
の
復
元
事
業
や
数
多

く
の
仏
教
遺
跡
調
査
に
従
事
。
２
０
０
４

年
か
ら
５
年
間
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
仏
教

遺
跡
学
術
調
査
隊
の
隊
長
を
務
め
た
。
主

な
著
作
は
『
仏
教
初
伝
南
方
之
路
文
物
図

録
』（
共
著
）、『
西
域
』（
共
著
）、ま
た
「
ア

シ
ョ
ー
カ
王
柱
と
旗
柱
」「
バ
ー
ミ
ヤ
ー
ン

以
西
で
新
た
に
見
つ
か
っ
た
仏
教
遺
跡
」

「
イ
ラ
ン
の
仏
教
遺
跡
」な
ど
、論
文
多
数
。

　

龍
谷
大
学
は
、
１
６
３
９
年
、
西
本
願

寺
境
内
に
設
け
ら
れ
た
教
育
施
設
「
学
寮
」

を
淵
源
と
し
、
浄
土
真
宗
の
精
神
を
建
学

の
精
神
と
す
る
。
現
在
は
、
９
学
部
１
短

期
大
学
部
９
大
学
院
研
究
科
を
擁
す
る
。

　

入
澤
新
学
長
は
、
世
界
的
に
排
他
的
感

情
が
渦
巻
き
つ
つ
あ
る
現
代
社
会
を
直
視

し
、
と
り
わ
け
利
他
的
な
人
間
の
育
成
を

掲
げ
る
。
人
間
の
自
己
中
心
的
な
あ
り
よ

う
を
問
い
直
し
、
う
そ・

偽
り
の
人
生
で

は
な
く
、
本
物
の
人
生
を
目
指
す
学
生
を

育
て
る
と
意
気
込
む
。

新
会
員
代
表
者
紹
介

南
山
学
園

新
会
員
代
表
者
紹
介

龍
谷
大
学
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菊き
く

野の 
一か

ず

雄お山
梨
英
和
大
学
学
長

　

ギ
ッ
シ
ュ・

ジ
ョ
ー
ジ
学
長
の
退
任
に

伴
い
、
４
月
１
日
付
け
で
菊
野
一
雄
教
授

が
学
長
に
就
任
し
た
。
菊
野
新
学
長
は
１

９
４
２
年
台
湾
生
ま
れ
。
１
９
６
５
年
慶

應
義
塾
大
学
商
学
部
卒
業
、
１
９
７
０
年

同
大
学
大
学
院
商
学
研
究
科
博
士
課
程
修

了
。
経
済
学
博
士
。
立
教
大
学
教
授
、
跡

見
学
園
女
子
大
学
教
授
、
立
教
セ
カ
ン
ド

ス
テ
ー
ジ
大
学
講
師
な
ど
を
経
て
、
山
梨

英
和
大
学
学
長
に
就
任
。
日
本
労
務
学
会

代
表
理
事
、
日
本
経
済
学
会
連
合
評
議
員
、

日
仏
経
営
学
会
理
事
、
社
会
デ
ザ
イ
ン
学

会
常
任
理
事
な
ど
も
務
め
た
。

　

菊
野
新
学
長
の
専
門
は
人
的
資
源
管
理

論
、
主
要
な
著
書
は
『
労
務
管
理
の
基
礎

理
論
』（
泉
文
堂
）、『
ト
リ
パ
リ
ウ
ム
と
労

働
』（
慶
應
通
信
）、『
現
代
社
会
と
労
働
』

（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
）、
ま
た
、
編
著
、

共
著
、
論
文
な
ど
も
多
数
。

　

山
梨
英
和
大
学
は
メ
ソ
ジ
ス
ト
系
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
で
あ
り
、
前
身
の

山
梨
英
和
女
学
校
は
１
８
８
９
年
に
創
立

さ
れ
、
２
年
後
に
は
創
立
１
３
０
周
年
を

迎
え
る
。
こ
う
し
た
長
い
歴
史
と
伝
統
を

持
つ
山
梨
英
和
大
学
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に

基
づ
く
三
つ
の
校
訓
（「
敬
神
」「
愛
人
」

「
自
修
」）
を
掲
げ
る
。

　

菊
野
新
学
長
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
幼
児
洗

礼
を
受
け
、
学
生
時
代
に
は
慶
應
義
塾
大

学
カ
ト
リ
ッ
ク
栄
誦
会
委
員
長
、
東
京
カ

ト
リ
ッ
ク
学
生
連
盟
副
会
長
な
ど
を
務
め

た
。
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
く
山
梨
県

内
唯
一
の
大
学
の
新
た
な
発
展
に
意
欲
的

に
取
り
組
む
姿
勢
を
示
し
て
い
る
点
も
期

待
さ
れ
る
。

新
学
長
紹
介

山
梨
英
和
大
学
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大
東
文
化
大
学

　

大
東
文
化
大
学
の
特
徴
は
、「
歴
史
と
伝

統
」
の
あ
る
「
大
規
模
」
で
「
学
生
が
い

き
い
き
と
活
動
す
る
」
大
学
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
大
東
文
化
大
学
は
、
建
学
か
ら

94
年
の
伝
統
を
有
す
る
。
１
９
２
３
（
大

正
12
）
年
、
帝
国
議
会
の
決
議
に
よ
り
創

設
さ
れ
た
大
東
文
化
協
会
を
前
身
と
し
、

建
学
の
精
神
「
東
西
文
化
の
融
合
」
を
現

在
ま
で
脈
々
と
受
け
継
い
で
い
る
。
自
国

や
東
洋
の
文
化
を
知
り
、
ゆ
る
ぎ
な
い
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
基
づ
い
て
西
洋
文
化

の
良
さ
を
吸
収
し
て
い
こ
う
と
す
る
、
現

代
の
国
際
社
会
の
規
範
と
も
な
る
考
え
方

を
継
承
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
東
京・

板
橋
と
埼
玉・

東
松
山

に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
持
ち
、
在
学
生
は
約
１

万
２
０
０
０
人
に
及
び
、
全
国
に
７
８
１

あ
る
大
学
の
う
ち
、
34
番
目
に
当
た
る
大

規
模
校
で
あ
る
。
人
文・

社
会
科
学
領
域

だ
け
で
は
な
く
、
体
育・

保
健
衛
生
系
の

領
域
も
カ
バ
ー
す
る
８
学
部
18
学
科
を
擁

す
る
総
合
大
学
へ
と
発
展
し
て
き
た
。
２

０
１
８
年
度
に
は
、「
カ・

レ・

シ
」
と
称

し
て
い
る
看
護
学
科
、
歴
史
文
化
学
科
、

社
会
学
部
社
会
学
科
が
新
た
に
加
わ
る
予

定
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
漢
学
や
日
本
文
学
の
ほ
か
に
、

書
道
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
が
盛
ん
な
大
学
と

し
て
も
有
名
で
あ
る
。
運
動
部
は
43
、
文

化
部
は
23
、
サ
ー
ク
ル
も
多
数
あ
り
、
学

生
が
各
種
展
覧
会
や
国
内
外
の
大
会
で
活

躍
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
東
松
島
Ｐ
Ｂ

Ｌ
活
動
や
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
学
生
が
活
動
し
て
い
る
。

門か
ど

脇わ
き 

廣ひ
ろ

文ふ
み大

東
文
化
大
学
学
長

　

大
東
文
化
大
学
の
門
脇
廣
文
学
長
は
、

２
０
１
７
年
４
月
に
現
職
に
就
任
し
た
。

慶
應
義
塾
大
学
を
卒
業
し
、
同
大
学
院
修

了
の
後
、
１
９
８
１
年
東
北
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
中
国
学

（
中
国
文
学
）
専
攻
単
位
取
得
。
同
年
東
北

大
学
文
学
部
助
手
。
１
９
８
３
年
に
大
東

文
化
大
学
文
学
部
中
国
文
学
科
専
任
講
師
、

そ
の
後
、
助
教
授
、
教
授
。
文
学
部
中
国

学
科
主
任
、
大
学
評
議
会
委
員
、
文
学
部

長
、
大
東
文
化
学
園
評
議
員・

理
事
、
大

学
院
文
学
研
究
科
委
員
長
を
経
て
現
職
。

　

専
門
は
中
国
古
典
文
学・

文
学
理
論
。

２
０
０
２
年
「
文
心
雕
龍
の
研
究
」
で
博

士
（
文
学
）
学
位
（
東
北
大
学
）
を
取
得

し
た
。
こ
の
ほ
か
に
『
二
十
四
詩
品
』『
中

国
人
民
大
学
出
版
社
「
中
国
美
学
範
疇
辞

典
」訳
注
』、『
洞
窟
の
中
の
田
園

―
そ
し

て
二
つ
の
「
桃
花
源
記
」
―
』
な
ど
が

あ
る
。
日
本
中
国
学
会
評
議
員
、
六
朝
学

術
学
会
常
任
理
事
、
評
議
員
な
ど
を
歴
任
。

　

長
年
に
わ
た
っ
て
教
育
改
革
に
取
り
組

み
、
２
０
１
３
年
九
州
教
育
サ
ロ
ン・

関

東
教
育
サ
ロ
ン
の
発
足
に
参
画
。
授
業
改

革
に
か
か
わ
る
講
演
を
行
う
ほ
か
、『
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
創
る
ま
な
び
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
：
大
学
教
育
を
変
え
る
教
育

サ
ロ
ン
の
挑
戦
』
に
「
大
学
で
の
「
漢
文

入
門
」
の
授
業
改
善
」
と
し
て
自
ら
の
実

践
を
報
告
。

　

学
長
就
任
に
当
た
っ
て
、
学
生
の
成
長

と
幸
せ
な
人
生
の
た
め
に
、
魅
力
あ
る
大

学
に
向
け
て
教
育
改
革
を
断
行
し
、
教
職

員
が
力
を
合
わ
せ
て
大
東
文
化
大
学
を
盛

り
上
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

新
加
盟
大
学
紹
介

新
加
盟
大
学
会
員
代
表
者
紹
介

大
東
文
化
大
学
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湊み
な
と　
晶あ

き

子こ

広
島
女
学
院
院
長・

学
長
。
東
京
女
子

大
学
文
学
部
卒
。
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
奨
学
生
と
し
て
ホ

イ
ー
ト
ン
大
学
大
学
院
に
留
学
。
’10
瑞
宝
中
綬
章
受

章
。
東
京
女
子
大
学
学
長
を
経
て
、
’14
か
ら
現
職
。

髙た
か

見み

令よ
し

英ひ
で

国
際
武
道
大
学
学
長
。
筑
波
大
学
卒
。

専
門
は
臨
床
心
理
学
、
教
育
心
理
学
。
中
央
職
業
能

力
開
発
協
会
な
ど
を
経
て
、
国
際
武
道
大
学
教
授
、
’15

か
ら
現
職
。
主
書
『
教
育
心
理
学
』
ほ
か
。

中な
か

尾お

　
浩ひ

ろ
し

愛
知
大
学
法
学
部
教
授
、
名
古
屋
教
学

部
長
。
’96
パ
リ
第
10
大
学
第
三
課
程
終
了
。
Ｄ
Ｅ
Ａ

（
言
語
科
学
）。
著
書
『
文
科
系
の
パ
ソ
コ
ン
技
術
』、

『
コ
ー
パ
ス
言
語
学
の
技
法
』
ほ
か
。

境さ
か
い　
一か

ず

三み

慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
教
授
。
’89
東

京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取

得
退
学
。
成
蹊
大
学
を
経
て
、
’00
か
ら
現
職
。
主
著

『
ド
イ
ツ
語
教
授
法
』（
共
著
）
ほ
か

寺じ

家け

村む
ら

博ひ
ろ
し

拓
殖
大
学
言
語
文
化
研
究
所
所
長
、
政

経
学
部
教
授
。
上
智
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士

後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
。
主
著
『
書
く
フ
ラ
ン
ス

語
』（
共
著
）
ほ
か
。

吉よ
し
本も

と

　
一は

じ
め

東
海
大
学
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授
。
’06

釡
山
大
学
校
博
士
（
文
学
）。
韓
国
の
昌
信
大
学
校
、

東
国
大
学
校
を
経
て
、
’08
か
ら
現
職
。
著
書
『
み
ん

な
の
韓
国
語
１・

２
』
ほ
か
。

三み

浦う
ら

英ひ
で

俊と
し

南
山
大
学
理
工
学
部
シ
ス
テ
ム
数
理
学

科
教
授
。
’96
筑
波
大
学
大
学
院
社
会
工
学
研
究
科
修

了
（
都
市
地
域
計
画
学
専
攻
）。
博
士
（
都
市・

地
域

計
画
）。

坂さ
か

本も
と

清き
よ

恵え

日
本
女
子
大
学
文
学
部
教
授
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
所
長
。
早
稲
田
大
学
大
学
院
、
博
士
（
文

学
）。
埼
玉
女
子
短
期
大
学
、
玉
川
大
学
を
経
て
、
’06

か
ら
現
職
。
主
著
『
中
近
世
声
調
史
の
研
究
』
な
ど
。

武む

藤と
う

空そ
ら

男お

昭
和
女
子
大
学
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進

機
構
事
務
局
長
。
’03
桜
美
林
大
学
大
学
院
国
際
学
研

究
科
修
士
課
程
修
了
。
昭
和
女
子
大
学
キ
ャ
リ
ア
支

援
セ
ン
タ
ー
長
な
ど
を
経
て
現
職
。

栗く
り

田た

啓け
い

子こ

東
京
女
子
大
学
現
代
教
養
学
部
教
授
。
’84

早
稲
田
大
学
大
学
院
商
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取

得
退
学
。
’09
か
ら
現
職
。
経
済
学
博
士
（
パ
リ
第
一

大
学
）。
主
著
『
エ
ン
ジ
ニ
ア・

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』。

小お

川が
わ

智と
も

由よ
し

明
治
大
学
商
学
部
教
授
。
明
治
大
学
商

学
部
卒
、
同
大
学
大
学
院
商
学
研
究
科
博
士
課
程
単

位
取
得
。
専
門
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
物
流
戦
略
。

文
京
学
院
大
学
教
授
を
経
て
、
’04
か
ら
現
職
。

横よ
こ

田た

仁じ
ん

子こ

東
京
女
子
医
科
大
学
講
師
。
東
京
女
子

医
科
大
学
卒
。
’11
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
大
学
院
卒
。
’13

か
ら
東
京
女
子
医
科
大
学
学
生
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

講
師
。

竹た
け

信の
ぶ

三み

恵え

子こ

和
光
大
学
現
代
人
間
学
部
教
授
。
東

京
大
学
文
学
部
社
会
学
科
卒
。
’76
朝
日
新
聞
社
入

社
。
’11
か
ら
現
職
。

天て
ん

坊ぼ
う

昭あ
き

彦ひ
こ

学
校
法
人
武
蔵
野
美
術
大
学
理
事
長
。

東
京
大
学
経
済
学
部
卒
。
出
光
興
産
株
式
会
社
代
表

取
締
役
社
長
、
同
会
長
を
経
て
、
同
社
相
談
役
。
’10

か
ら
武
蔵
野
美
術
大
学
理
事
、
’12
か
ら
理
事
長
。

柴し
ば

山や
ま

治は
る

美み

四
日
市
大
学
入
試
広
報
室
課
長
。
光
陵

女
子
短
期
大
学
卒
業
。
’89
名
古
屋
商
科
大
学
入
職
、

入
試
課
主
任
。
’07
四
日
市
大
学
入
職
、
入
試
広
報
室

課
長
補
佐
を
経
て
、
’17
か
ら
現
職
。

執筆者 ・ 出席者のご紹介（掲載順）執筆者 ・ 出席者のご紹介（掲載順）
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神こ
う
ち内
則の

り

貴た
か

四
日
市
大
学
入
試
広
報
室
課
長
補
佐
。

佛
教
大
学
社
会
学
部
卒
業
。
’93
池
坊
華
道
会
入
職
。
’04

池
坊
短
期
大
学
入
職
、
総
務
課
長
、
入
試
広
報
課

長
。
’05
四
日
市
大
学
入
職
、
’17
か
ら
現
職
。

諸も
ろ

岡お
か

大だ
い

輔す
け

皇
學
館
大
学
学
生
支
援
部
入
試
担
当

主
事
。

中な
か

島じ
ま

伸し
ん

次じ

跡
見
学
園
女
子
大
学
入
試
部
長
。
同
大

学
庶
務
課
長
、
入
試
部
次
長
を
経
て
、
’16
か
ら
現
職
。

筒つ
つ

井い

弘ひ
ろ

幸ゆ
き

関
西
学
院
大
学
高
大
接
続
セ
ン
タ
ー
入

試
課
長
兼
高
大
連
携
課
長
。
’87
同
志
社
大
学
商
学
部

卒
。
’09
関
西
学
院
大
学
入
職
。

舛ま
す

井い

道み
ち

晴は
る

石
巻
専
修
大
学
経
営
学
部
准
教
授
。
’11

東
京
工
業
大
学
大
学
院
社
会
理
工
学
研
究
科
博
士
課

程
単
位
取
得
退
学
。
修
士
（
工
学
）。
石
巻
専
修
大
学

経
営
学
部
助
教
を
経
て
、
’13
か
ら
現
職
。

髙た
か

橋は
し

　
智さ

と
し

石
巻
専
修
大
学
理
工
学
部
准
教
授
。
’11

岩
手
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。

博
士
（
工
学
）。
石
巻
専
修
大
学
助
手
／
助
教
を
経

て
、
’12
か
ら
現
職
。

尾お

崎ざ
き

博ひ
ろ

美み

東
洋
英
和
女
学
院
大
学
人
間
科
学
部
准

教
授
。
東
北
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程

修
了
。博
士（
教
育
学
）。新
渡
戸
文
化
短
大
を
経
て
、’16

か
ら
現
職
。
著
書
『
ワ
ー
ク
で
学
ぶ
教
育
学
』
な
ど
。

加か

納の
う

佳か

代よ

子こ

東
京
情
報
大
学
特
命
副
学
長
（
看
護

学
部
担
当
）。筑
波
大
学
大
学
院
修
了
。修
士（
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）。
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学
を
経

て
、’17
か
ら
現
職
。主
著『
そ
れ
ぞ
れ
の
誇
り
』な
ど
。

馬ば

場ば

明あ
け

道み
ち

兵
庫
医
療
大
学
学
長
。
大
阪
大
学
名
誉

教
授
。
大
阪
大
学
大
学
院
薬
学
研
究
科
単
位
取
得
退

学
。
薬
学
博
士
。
大
阪
大
学
理
事・

副
学
長
、
兵
庫

医
療
大
学
副
学
長
を
経
て
、
’13
か
ら
現
職
。

佐さ

藤と
う

慎し
ん

也や

日
本
大
学
理
工
学
部
建
築
学
科
教
授
。
’94

同
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
建
築

学
専
攻
修
了
。博
士（
工
学
）。
’96
か
ら
同
助
手
、’16
か

ら
現
職
。
主
な
建
築
作
品
『3331 A

rts Chiyoda

』。

池い
け

本も
と

正ま
さ

純ず
み

専
修
大
学
名
誉
教
授
。
’74
一
橋
大
学
大

学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
博

士
（
経
営
学
）。
主
著
『
企
業
家
と
は
な
に
か
』（
２

０
０
４　

八
千
代
出
版
）。

榊さ
か
き

原ば
ら

康こ
う

貴き

’92
学
校
法
人
東
洋
大
学
に
入
職
。
’13
総

務
部
広
報
課
課
長
。
’15
修
士
（
社
会
デ
ザ
イ
ン
学
）。

大
学
の
広
報
、
危
機
管
理
な
ど
を
研
究
。
日
本
広
報

学
会・

社
会
デ
ザ
イ
ン
学
会
所
属
。

佐さ

さ々

木き

茂し
げ

喜き

オ
タ
フ
ク
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式

会
社
代
表
取
締
役
社
長
。
’82
広
島
修
道
大
学
商
学
部

卒
。
オ
タ
フ
ク
ソ
ー
ス
株
式
会
社
入
社
。
東
京
支
店

長
、
代
表
取
締
役
社
長
等
を
経
て
’15
よ
り
現
職
。
現

在
は
、
オ
タ
フ
ク
ソ
ー
ス
株
式
会
社
を
含
む
お
多
福

グ
ル
ー
プ
の
事
業
企
画
立
案・

各
事
業
会
社
の
統
括

管
理
を
行
う
。

脇わ
き

浜は
ま

紀の
り

子こ

京
都
産
業
大
学
現
代
社
会
学
部
教
授
。

神
戸
大
学
法
学
部
卒
。
’90
読
売
テ
レ
ビ
入
社
。
’10
大

阪
大
学
大
学
院
国
際
公
共
政
策
研
究
科
博
士
後
期
課

程
修
了
。
博
士
（
国
際
公
共
政
策
）。

〈お断り〉本稿は、お書きいただいた資料から、できる限り統一して掲載いたしました。
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●
３
月
７
日
㈫

　

第
11
回
常
務
理
事
会
に
出
席

●
３
月
21
日
㈫

　

第
12
回
理
事
会・
第
３
回
春
季
総
会
出
席

●
３
月
28
日
㈫

　

日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会・

第
１
１
１
回

役
員
会
、
第
79
回
総
会
出
席

　

日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会
「
私
立
大
学
の

振
興
に
関
す
る
協
議
会
」
出
席

　

日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会
で
は
、
私
立
大

学
等
経
常
費
の
問
題
を
は
じ
め
、
私
立
大
学
が

抱
え
る
諸
課
題
に
つ
い
て
、
文
教
関
係
国
会
議

員
の
方
々
と
の
さ
ら
な
る
意
見
交
換
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
私
立
大
学
へ
の
理
解
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
私
立
大
学
の
振
興
に
関
す

る
協
議
会
」
を
発
足
し
た
。
初
回
と
な
っ
た
３

月
28
日
の
同
協
議
会
に
は
、
歴
代
の
文
部
科
学

大
臣
、
副
大
臣
経
験
者
な
ど
が
出
席
し
、
私
立

大
学
側
は
日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会
、
日
本

私
立
大
学
連
盟
の
役
員
、
会
員
代
表
者
な
ど
多

く
の
関
係
者
の
参
加
を
得
て
、
私
立
大
学
の
重

要
性
を
確
認
し
た
。

●
４
月
18
日
㈫

　

第
１
回
常
務
理
事
会
、
第
１
回
理
事
会
出
席

平
成
29
年
春
の
叙
勲�

（
連
盟
事
業
関
係
者
）

瑞
宝
重
光
章

　

納
谷　

廣
美
（
明
治
大
学
名
誉
教
授
）

『
大
学
時
報
』
全
文
検
索
シ
ス
テ
ム
導
入
と

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
の
推
進

　

こ
の
た
び
当
連
盟
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
に
『
大

学
時
報
』
の
「
全
文
検
索
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入

し
ま
し
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
デ
ジ
タ
ル
化
を

完
了
し
た
近
年
発
行
分
の
み
が
検
索
対
象
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
順
次
検
索
対
象
を
広
げ
、

現
存
す
る
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
全
て
の
検
索
を
可

能
と
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
同
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
に
デ
ジ
タ
ル
版

（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
）
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

『
大
学
時
報
』
を
よ
り
多
く
の
方
に
有
効
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を
順
次
進
め
て
い
ま
す
。

私
大
連
盟 

公
式Facebook

ペ
ー
ジ

　

公
式Facebook

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
facebook.com

/shidairen

）
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
次
号
の
進
捗
報
告
な
ど
を
発
信
し
て
い

ま
す
。

会
長
の
動
き
２
０
１
７
年

３
月
▼
４
月

私立大学の振興に関する協議会に
出席する鎌田会長

連盟ウェブサイト内の
『大学時報』のページ

連盟ニュース
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第373号

第371号

第372号

第370号

（2017年3月発行）

（2016年11月発行）

（2017年1月発行）

（2016年9月発行）

【特集】

国による給付奨学金創設を機に
奨学制度全体を俯瞰する

【特集】

宗教系学部・学科の現在と意義

【特集】

東日本大震災を契機に
―被災地と大学との連携再考―

【特集】

大学における障害者差別解消に
向けた取り組み

奇数月20日（年6回）刊行

●WEBサイトにて、全文無料公開中
※第344号（2012年5月発行）から
　 詳細は
　http://www.shidairen.or.jp/activities/daigakujihou

【座談会】
リベラル・アーツ教育は、
いま
【インタビュー】
東山 彰良氏（作家）

【座談会】
新たなインターンシップ
の意味付け
【インタビュー】
渡辺美和子氏（株式会社
渡辺教具製作所取締役会長）

【座談会】
大学におけるスポーツ系
学生へのケアやサポート
【インタビュー】
田山 寛豪氏（トライアス
リート、流通経済大学職員）

【座談会】
大学は発達障害をどう受
け入れるのか
【インタビュー】
杉本 健爾氏（書道家・美
文字トレーナー）

UNIVERSITY  CURRENT  REVIEW

3
7
3
号

一
般
社
団
法
人 

日
本
私
立
大
学
連
盟

特
集 

国
に
よ
る
給
付
奨
学
金
創
設
を
機
に
奨
学
制
度
全
体
を
俯
瞰
す
る

ISSN 0288-1748　2017（平成29）年3月20日発行

U N I V E R S I T Y   C U R R E N T   R E V I E W

「産官学連携の課題解決型学習 Learning+（ラーニングプラス）に取り組む学生」（愛知大学）

No.373

2017

隔月刊

3

特集　国による給付奨学金創設を機に
　　　奨学制度全体を俯瞰する

座談会　リベラル・アーツ教育は、いま
小特集　リベラル・アーツ教育は普遍か～10年間の振り返り～
明日への試み　関東学院大学
わが大学史の一場面　清泉女子大学
加盟校の幸福度ランキングアップ　中央大学／恵泉女学園大学／芝浦工業大学
クローズアップ・インタビュー　作家 東山彰良さん

3
7
1
号

一
般
社
団
法
人 

日
本
私
立
大
学
連
盟

特
集 

宗
教
系
学
部
・
学
科
の
現
在
と
意
義

ISSN 0288-1748　2016（平成28）年11月20日発行

U N I V E R S I T Y   C U R R E N T   R E V I E W

クリスマスマーケットで来場者とふれあうボランティア学生（宮城学院女子大学）

No.371

2016

隔月刊

11

特集　宗教系学部・学科の現在と意義
座談会　新たなインターンシップの意味付け
小特集　保健室のいま
明日への試み　亜細亜大学
わが大学史の一場面　國學院大學
加盟校の幸福度ランキングアップ　法政大学／國學院大學／立教大学
クローズアップ・インタビュー
 株式会社渡辺教具製作所 取締役会長 渡辺美和子さん

3
7
2
号

一
般
社
団
法
人 

日
本
私
立
大
学
連
盟

特
集 

東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
―
被
災
地
と
大
学
と
の
連
携
再
考
―

ISSN 0288-1748　2017（平成29）年1月20日発行

U N I V E R S I T Y   C U R R E N T   R E V I E W

実習に取り組む薬学生（大阪薬科大学）

No.372

2017

隔月刊

1

特集　東日本大震災を契機に
　　　―被災地と大学との連携再考―

座談会　大学におけるスポーツ系学生へのケアやサポート
小特集　大学職員 社会人採用のいま
明日への試み　宮城学院女子大学
わが大学史の一場面　聖心女子大学
加盟校の幸福度ランキングアップ　明治学院大学／追手門学院大学／昭和女子大学
クローズアップ・インタビュー　トライアスリート・流通経済大学職員 田山寛豪さん

3
7
0
号

一
般
社
団
法
人 

日
本
私
立
大
学
連
盟

特
集 

大
学
に
お
け
る
障
害
者
差
別
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

ISSN 0288-1748　2016（平成28）年9月20日発行

U N I V E R S I T Y   C U R R E N T   R E V I E W

約１年間の留学を終えて帰国した国際教養学科３年次生による留学報告会（同志社女子大学）

No.370

2016

隔月刊

9

特集　大学における障害者差別解消に向けた取り組み
座談会　大学は発達障害をどう受け入れるのか
小特集　大学の IR活動における取り組み
明日への試み　姫路獨協大学
わが大学史の一場面　関東学院大学
加盟校の幸福度ランキングアップ　京都橘大学／明治大学／早稲田大学
クローズアップ・インタビュー　書道家・美文字トレーナー 杉本健爾さん
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◆
新
聞
の
「
婦
人
欄
」
が
「
く
ら

し
面
」
に
変
わ
っ
た
よ
う
に
、「
女

性
の
た
め
の
」
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

の
括
弧
が
と
れ
る
日
が
、
一
日
も

早
く
実
現
す
る
こ
と
を
願
う
。
一

方
、
女
性
活
躍
推
進
法
が
で
き
、

政
府
が
一
億
総
活
躍
社
会
を
唱
え

て
も
、
個
々
人
の
働
き
方
の
向
上

に
は
な
か
な
か
結
び
付
い
て
い
な

い
現
状
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
大
学
教
育
の
中

で
ど
う
消
化
し
て
い
る
の
か
、
ご

寄
稿
い
た
だ
い
た
各
大
学
の
試
み

は
示
唆
に
富
む
。

　
女
性
が
働
き
や
す
い
社
会
と
は
、

性
別
を
問
わ
ず
、
総
じ
て
人
が
人

と
し
て
豊
か
な
生
活
を
実
現
で
き

る
環
境
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ

れ
か
ら
す
る
と
、
先
進
的
な
専
門・

社
会
人
教
育
の
み
な
ら
ず
、
全
て

の
大
学
の
一
般
の
学
部
教
育
の
レ

ベ
ル
に
お
い
て
、
日
常
的
に
教
職

員
全
体
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
で
も

あ
る
。

　
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
労
働
力
の

流
動
化・

非
正
規
雇
用
と
い
う
実

態
が
進
む
中
で
、
社
会
制
度
と
し

て
構
築
す
べ
き
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

に
、
大
学
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
い
く
の
か
も
大
き
な
テ
ー
マ
だ
。

そ
れ
は
、
い
ま
ま
で
の
生
涯
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
違
っ
た
ア
プ

ロ
ー
チ
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ

う
し
た
面
で
も
女
性
支
援
の
経
験

が
生
か
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。（
広
報・

情
報
部
門
会

議
（
大
学
時
報
）
委
員・

専
修
大

学
文
学
部
教
授
　
山
田 

健
太
）

◆
「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
が

始
ま
っ
た
の
は
、
約
30
年
前
だ
そ

う
だ
。
35
年
前
に
高
校
生
で
あ
っ

た
私
が
大
学
を
知
る
す
べ
は
、
赤

本
や
蛍
雪
時
代
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
数
枚
の
写
真
や
冊
子
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
わ
ず
か
な
情
報
程
度
で

あ
っ
た
。
そ
ん
な
時
代
の
人
間
か

ら
み
る
と
、
大
学
を
じ
か
に
知
る

こ
と
の
で
き
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
は
実
に
う
ら
や
ま
し
い
も
の

で
あ
る
。

　
さ
て
、
今
号
の
小
特
集
「
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
い
ま
」
は
、

現
在
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の

問
題
点
、
課
題
点
を
抽
出
い
た
だ

き
、
改
め
て
考
え
る
き
っ
か
け
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
企
画
し
た
。

企
画
提
案
し
た
手
前
、
原
稿
の
一

つ
は
私
が
執
筆
し
た
が
、
自
校
の

問
題
を
自
ら
の
手
で
書
く
こ
と
は

そ
ん
な
に
た
や
す
い
こ
と
で
は
な

い
。
ご
執
筆
の
方
々
に
は
、
な
ん

と
酷
な
こ
と
を
お
願
い
し
た
も
の

か
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
中
で

も
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
、
課
題
を
提

示
い
た
だ
き
、
今
後
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
べ
き
姿
を
そ

れ
ぞ
れ
の
お
立
場
か
ら
ご
提
案
い

た
だ
い
た
。
執
筆
に
あ
た
ら
れ
た

方
々
に
は
心
よ
り
感
謝
と
敬
意
を

表
し
た
い
。（
広
報・

情
報
部
門
会

議
（
大
学
時
報
）
委
員・

関
西
学

院
大
学
高
大
接
続
セ
ン
タ
ー
課
長
　

筒
井 

弘
幸
）

◆
佐
々
木
茂
喜
氏
に
イ
ン
タ
ビュ
ー

に
伺
っ
た
際
に
工
場
を
見
学
し
て

感
じ
た
の
は
、
社
員
が
皆
明
る
く
、

社
長
と
社
員
の
距
離
が
近
い
こ
と

だ
っ
た
。
社
長
と
社
員
が
一
体
感

を
も
っ
て
、
楽
し
く
、
そ
し
て
丁

寧
に
商
品
を
生
産
す
る
姿
が
そ
こ

に
あ
っ
た
。
こ
の
関
係
性
は
、

佐
々
木
社
長
自
ら
が
参
加
す
る
ユ

ニ
ー
ク
な
社
員
研
修
と
関
係
し
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例

え
ば
無
人
島
の
研
修
で
は
、
寝
食

を
共
に
し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
語
り
合
う
。
こ
こ
で
、
職
場

だ
け
で
は
決
し
て
築
く
こ
と
の
で

き
な
い
人
間
関
係
が
構
築
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

問
わ
れ
た
佐
々
木
社
長
は
、「
い
ま

の
若
者
は
、
早
く
家
に
帰
っ
て
も

楽
し
み
方
を
知
ら
な
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
」
と
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

タ
イ
ム
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
と

述
べ
ら
れ
た
。
長
時
間
労
働
の
削

減
や
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進

に
向
け
た
取
り
組
み
と
併
せ
て
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
過
ご
し
方
の
選

択
肢
を
増
や
す
環
境
を
構
築
す
る

こ
と
も
必
要
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
日
本
私
立
大
学
連
盟
事
務
局
　
佐

藤 

義
文
）

次号
（7月号） 予告 ※内容は変更になる場合があります。

座談会 「大学のキャンパス都心回帰の現
い
在
ま
」

特　集 「大学業務におけるアウトソーシングのいま」
小特集 「大学は卒業生･保護者といかに関わっていくべきなのか」
表紙 ･大学点描 文教大学　　だいがくのたから 関西学院大学
クローズアップインタビュー：
 「平田 徹さん（横浜高等学校教諭、同校野球部監督）」

編
集
後
記
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2017
5月号

小　林　直　毅（法政大学社会学部教授）
中　山　　　映（上智大学総務局SGU事業推進室長）
依　藤　康　正（関西大学広報課長）
筒　井　弘　幸（関西学院大学高大接続センター課長）
赤　木　完　爾（慶應義塾大学法学部教授）
宇　高　泰　輔（神戸女学院大学図書館課長補佐）
奥　村　信　幸（武蔵大学社会学部教授）
三　浦　英　俊（南山大学理工学部教授）
兼　高　聖　雄（日本大学芸術学部教授）
片　岡　達　彦（立命館大学総合企画部国際連携課課長）
山　田　健　太（専修大学文学部教授）
芹　澤　　　剛（園田学園女子大学人間教育学部教授）
平　盛　聖　樹（大正大学事務局長）
鈴　木　　　勉（早稲田大学広報室副室長）
落　合　保　雄（日本私立大学連盟事務局）
佐　藤　義　文（日本私立大学連盟事務局）

編 集 人 音　　好 宏（上智大学文学部教授）

発 行 人 松 岡 　 敬（同志社大学学長）

発 行 所　一般社団法人 日本私立大学連盟 
 〒102-0073　東京都千代田区九段北４－２－25 
 私学会館別館 
 電話 03－3262－4362　　FAX 03－3262－4363 
 http://www.shidairen.or.jp

編　　集 株式会社 進 研 アド
 〒530-0003　大 阪 市 北 区 堂 島 ２ － ４ － 27  
 新藤田ビル 

愛 知 大 学
亜 細 亜 大 学
青 山 学 院 大 学
跡 見 学 園 女 子 大 学
梅 花 女 子 大 学
文 教 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学
中 央 大 学
大 東 文 化 大 学
獨 協 大 学⎫ ｜
獨 協 医 科 大 学⎬ ｜姫 路 獨 協 大 学⎭
同 志 社 大 学⎫
 ⎬同 志 社 女 子 大 学⎭
フェリス女学院大学
福 岡 大 学
福 岡 女 学 院 大 学⎫
 ⎬福岡女学院看護大学⎭
学 習 院 大 学⎫
 ⎬学 習 院 女 子 大 学⎭
白 鷗 大 学
阪 南 大 学
広 島 女 学 院 大 学
広 島 修 道 大 学
法 政 大 学
兵 庫 医 科 大 学⎫
 ⎬兵 庫 医 療 大 学⎭
実 践 女 子 大 学
上 智 大 学
城 西 大 学⎫
 ⎬城 西 国 際 大 学⎭
順 天 堂 大 学
関 西 大 学
関 西 学 院 大 学
関 東 学 園 大 学
関 東 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学
恵 泉 女 学 園 大 学
敬 和 学 園 大 学
神 戸 女 学 院 大 学

神戸海星女子学院大学
皇 學 館 大 学
國 學 院 大 学
国 際 大 学
国 際 武 道 大 学
国 際 基 督 教 大 学
駒 澤 大 学⎫
 ⎬苫 小 牧 駒 澤 大 学⎭
甲 南 大 学
久 留 米 大 学
共 立 女 子 大 学
京 都 産 業 大 学
京 都 精 華 大 学
京 都 橘 大 学
松 山 大 学
松 山 東 雲 女 子 大 学
明 治 大 学
明 治 学 院 大 学
宮 城 学 院 女 子 大 学
桃 山 学 院 大 学
武 蔵 大 学
武 蔵 野 大 学
武 蔵 野 美 術 大 学
名 古 屋 学 院 大 学
南 山 大 学
日 本 大 学
日 本 女 子 大 学
ノートルダム清心女子大学
大 阪 学 院 大 学
大 阪 医 科 大 学⎫
 ⎬大 阪 薬 科 大 学⎭
大 阪 女 学 院 大 学
大 谷 大 学
追 手 門 学 院 大 学
立 教 大 学
立 正 大 学
立 命 館 大 学⎫
 ⎬立命館アジア太平洋大学⎭
龍 谷 大 学
流 通 科 学 大 学
流 通 経 済 大 学

西 武 文 理 大 学
聖 学 院 大 学
成 城 大 学
聖 カ タ リ ナ 大 学
成 蹊 大 学
西 南 学 院 大 学
清 泉 女 子 大 学
聖 心 女 子 大 学
専 修 大 学⎫
 ⎬石 巻 専 修 大 学⎭
芝 浦 工 業 大 学
白 百 合 女 子 大 学⎫
 ⎬仙台白百合女子大学⎭
昭 和 女 子 大 学
創 価 大 学
園 田 学 園 女 子 大 学
大 正 大 学
拓 殖 大 学
天 理 大 学
東 邦 大 学
東 北 学 院 大 学
東 北 公 益 文 科 大 学
東 海 大 学
常 磐 大 学
東 京 医 療 保 健 大 学
東 京 女 子 大 学
東 京 女 子 医 科 大 学
東 京 経 済 大 学
東 京 農 業 大 学⎫
 ⎬東 京 情 報 大 学⎭
東 京 歯 科 大 学
東 洋 大 学
東洋英和女学院大学
東 洋 学 園 大 学
豊 田 工 業 大 学
津 田 塾 大 学
和 光 大 学
早 稲 田 大 学
山 梨 英 和 大 学
四 日 市 大 学⎫
 ⎬四日市看護医療大学⎭

一般社団法人 日本私立大学連盟 加盟大学一覧 （大学名ＡＢＣ順
 ｝は同一学校法人 ）

（123大学　平成29年 5 月20日現在）
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Ⓒ無断転載はご遠慮下さい。落丁 ･ 乱丁本はお取り替えいたします。
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